
※
こ
の
法
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
農
林
水
産
省
令
第
五
十
四
号

特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
漁
業
法
及
び
水
産
資
源
保
護
法
を
実
施
す
る

た
め
、
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
特
定
大
臣
許
可
漁
業
（
第
三
条―

第
十
三
条
）

第
三
章
　
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
制
限
及
び
取
締
り
（
第
十
四
条―

第
十
八
条
の
三
）

第
四
章
　
届
出
漁
業
（
第
十
九
条―

第
二
十
一
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
二
十
二
条―

第
二
十
六
条
）

第
六
章
　
罰
則
（
第
二
十
七
条―
第
三
十
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
　
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
ず
わ
い
が
に
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

漁
業
で
あ
っ
て
、
漁
業
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
六
号
。

以
下
「
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
」
と
い
う
。
）
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
又
は
漁
業
法

第
六
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
　
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
西
の
日
本
海
及
び
東

シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
流
し
網
を
使
用
し
て
か
じ
き
、
か
つ
お

又
は
ま
ぐ
ろ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。

三
　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
　
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
流
し
網
を
使
用
し
て
か
じ
き
、
か
つ

お
、
ま
ぐ
ろ
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等

流
し
網
漁
業
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

四
　
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
　
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
、
領
海
及
び
内
水
並
び
に
我
が
国
の
排
他
的
経
済

水
域
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域
か
ら
成
る
海
域
（
東
京
都
小
笠
原
村
南
鳥
島
に
係
る
排
他
的
経
済
水
域
及
び
領

海
並
び
に
北
海
道
稚
内
市
宗
谷
岬
突
端
を
通
る
経
線
以
西
、
長
崎
県
長
崎
市
野
母
崎
突
端
を
通
る
緯
線
以
北
の

日
本
海
の
海
域
を
除
く
。
）
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
り
浮
き
は
え

縄
を
使
用
し
て
ま
ぐ
ろ
、
か
じ
き
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。

五
　
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業
　
東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
は
え
縄

を
使
用
し
て
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
、
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
第

一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
又
は
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

六
　
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
　
大
西
洋
又
は
イ
ン
ド
洋
の
海
域
に
お
い
て
動
力
漁
船
に
よ
り
は
え
縄
、
刺
し
網

又
は
か
ご
を
使
用
し
て
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
、
第
三
号
に
掲
げ
る
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
、
第
四
号
に
掲
げ
る

沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
、
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

又
は
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

七
　
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
　
総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
三
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て

す
る
め
い
か
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。

八
　
太
平
洋
底
刺
し
網
等
漁
業
　
太
平
洋
の
公
海
（
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
及
び
外
国
の
排
他
的
経
済
水
域
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
動
力
漁

船
に
よ
り
は
え
縄
又
は
底
刺
し
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
ず
わ
い
が
に
漁
業
、

第
四
号
に
掲
げ
る
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
、
指
定
漁
業
を
定
め
る
政
令
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か
つ

お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
又
は
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を

い
う
。

九
　
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
　
次
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
動
力
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
、
特
定

大
臣
許
可
漁
業
（
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
、
届
出
漁
業

（
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
届
出
漁
業
（
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
を
除
く
。
）
の
種
類
ご
と
に
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
又
は
漁
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
第
一

項
の
指
定
漁
業
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
う
。

イ
　
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
第
九
条
１
に
定
め
る
海
域

ロ
　
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
第
九
条
２
に
定
め
る
海
域

ハ
　
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
の
協
定
第
七
条
１
に
定
め
る
海
域

ニ
　
北
緯
三
十
度
四
十
分
十
三
秒
の
線
以
北
、
東
経
百
二
十
四
度
四
十
四
分
五
十
四
秒
の
線
以
東
、
東
経
百
二

十
七
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
線
以
西
の
東
シ
ナ
海
の
海
域
（
ロ
に
掲
げ
る
海
域
を
除
く
。
）

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
特
定
大
臣
許
可
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

一
　
ず
わ
い
が
に
漁
業

二
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業

三
　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業

四
　
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業

五
　
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業

六
　
太
平
洋
底
刺
し
網
等
漁
業

３
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
届
出
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

一
　
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業

二
　
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業

三
　
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等

４
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
規
制
海
域
」
と
は
、
別
表
第
一
の
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
種
類
ご

と
に
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
を
い
う
。

５
　
こ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
、
黄
海
、
東
支
那
海
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
、
南
支
那
海
、
タ
イ
湾
、
東
イ
ン
ド
諸
島
諸
海
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海
、
ソ
ロ
モ
ン
海
、
コ
ラ
ル
海
、
タ
ス
マ

ン
海
、
バ
ス
海
峡
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ
ス
カ
州
南
東
部
及
び
カ
ナ
ダ
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
沿
岸
海
域
並
び
に
ア
ラ
ス
カ
湾
の
海
域
は
、
太
平
洋
の
海
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

６
　
こ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
、
ラ
ッ
カ
デ
ィ
ブ
海
、
ア

ラ
ビ
ア
海
、
オ
マ
ー
ン
湾
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
ス
エ
ズ
湾
、
ア
カ
バ
湾
、
紅
海
、
ア
デ
ン
湾
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
海
峡

及
び
グ
レ
ー
ト
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
湾
の
海
域
は
、
イ
ン
ド
洋
の
海
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

７
　
こ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
ア
ゾ
フ
海
、
黒
海
、
マ
ル
マ
ラ
海
、
地
中
海
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
、
イ
ギ
リ
ス
海

峡
、
ブ
リ
ス
ト
ル
湾
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
海
及
び
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
海
峡
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
部
諸
海
、
北

海
、
ス
カ
ゲ
ラ
ク
海
峡
、
カ
テ
ガ
ッ
ト
海
峡
、
バ
ル
ト
海
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
海
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
海
、
ラ
ブ
ラ
ド

ル
海
、
デ
ー
ビ
ス
海
峡
、
バ
フ
ィ
ン
湾
、
ハ
ド
ソ
ン
海
峡
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
、
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
湾
、
フ
ァ
ン

デ
ィ
湾
、
メ
キ
シ
コ
湾
、
カ
リ
ブ
海
、
ラ
・
プ
ラ
タ
川
河
口
部
並
び
に
ギ
ニ
ア
湾
の
海
域
は
、
大
西
洋
の
海
域
に

含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
提
出
書
類
の
経
由
機
関
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は
、
当
該
書
類
の
提
出
者
の
住
所
地
（
共
同

し
て
す
る
申
請
又
は
届
出
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
代
表
者
の
住
所
地
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
を
経
由

し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
特
定
大
臣
許
可
漁
業

（
許
可
）

第
三
条
　
法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
第
一
の
一
の
上

欄
に
掲
げ
る
特
定
の
種
類
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業
又
は
特
定
の
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営

む
漁
業
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
規
制
海
域
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
営
も
う
と
す
る
者
は
、
農

林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
水
産
資

源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
規
則
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
（
以
下
こ
の

1



項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
の
種
類
の

水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業
又
は
特
定
の
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
を
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
海
域
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
営
む
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
許
可
を
受
け
た
漁
業

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
前
項
本
文
の
許
可
は
、
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
開
始
前
に
操
業
区
域

及
び
操
業
期
間
を
定
め
て
行
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
当
該
許
可
に

係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の

残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
許
可
を
申
請
し
た
場
合

二
　
前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
が
滅
失
し
、
又

は
沈
没
し
た
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
許
可
を

申
請
し
た
場
合

三
　
前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
譲
り
受

け
、
借
り
受
け
、
そ
の
返
還
を
受
け
、
そ
の
他
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
以
外
の
事
由
に
よ
り
当

該
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
て
当
該
許
可
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営

も
う
と
す
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
許
可
を

申
請
し
た
場
合

（
許
可
の
基
準
）

第
四
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
前
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二
　
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
法
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
漁
業
の
免
許
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
五
十
四
条
の
起
業
の
認
可
の

取
消
し
を
受
け
、
又
は
法
第
六
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
に
基
づ
く
農
林
水
産
省
令
若
し
く
は
規
則
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
若
し
く
は
都
道
府

県
知
事
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三
　
法
若
し
く
は
水
産
資
源
保
護
法
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な

い
者

四
　
当
該
漁
業
に
関
し
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
号
。
第
二
章
、
第
三
章
、
第
六
章
、
第
七
章
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
を
除
く
。
）
、
同
法
第
七
十
三
条
の

規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
省
令
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
又
は
最
低
賃
金
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

五
　
法
人
又
は
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

六
　
当
該
漁
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
能
力
を
有
し
な
い
者

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
漁
業
取
締
り
そ
の
他
漁
業
調
整
上
許
可
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
者

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
つ
い
て
、
水
産
資
源
保
護
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
漁
船
の
隻
数
の
最
高
限
度
（
以
下
「
定
数
」
と
い
う
。
）

を
定
め
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
定
数
が
定
め
ら
れ
た
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
許
可
を
す
る
場
合
に
は
、
前
条
第
二

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
許
可
を
申
請
す

べ
き
期
間
を
定
め
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
期
間
内
に
許
可
の
申
請
を
し
た
者
の
申
請
に
対
し
て
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
申
請
に
係
る
船
舶
の
隻
数
が
水
産
資
源
保
護
法
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
定
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
少

な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
許
可
の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
漁
業
に
係
る
水
産
資
源
の
状
況

二
　
当
該
漁
業
に
つ
い
て
の
経
験
の
程
度
そ
の
他
の
当
該
申
請
者
の
経
営
能
力

三
　
当
該
漁
業
の
操
業
状
況

６
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
申
請
に
係
る
船
舶
の
隻
数
が
水
産

資
源
保
護
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
定
数
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
の
う
ち
に
現
に

当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
（
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
許
可
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
操

業
期
間
の
末
日
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
た
許
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
の
末
日
以
前
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
操
業
期
間
の
末
日
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
許
可
を
受
け
て
い
た
者
）
が
当
該
特
定
大

臣
許
可
漁
業
の
許
可
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
操
業
期
間
の
末
日
の
到
来
の
た
め
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
と
同
一
の
船

舶
に
つ
い
て
し
た
申
請
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
申
請
に
対
し
て
、
他
の
申
請
に
優

先
し
て
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
申
請
に
係
る
船
舶
の
隻
数
が
水
産
資

源
保
護
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
定
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
少

な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
許
可
の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
当
該
漁
業
に
係
る
水
産
資
源
の
状
況

二
　
各
申
請
者
が
当
該
漁
業
に
つ
き
許
可
を
受
け
て
い
る
漁
船
の
隻
数

三
　
当
該
漁
業
の
操
業
状
況

四
　
各
申
請
者
の
経
済
が
当
該
漁
業
に
依
存
す
る
程
度

（
許
可
の
申
請
）

第
五
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
種
類
ご
と
に
毎
年
次
の

表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
（
同
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
遅
滞
な
く
）
、
農

林
水
産
大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
大
臣
許
可
漁
業
の

種
類

期
日

ず
わ
い
が
に
漁
業

別
表
第
一
の
一
の
ず
わ
い
が
に
漁
業
の
項
規
制
海
域
の
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
海
域
（
以
下

「
Ａ
海
域
」
と
い
う
。
）
に
係
る
許
可
に
あ
っ
て
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
同
欄
第
二
号
に

掲
げ
る
海
域
（
以
下
「
Ｂ
海
域
」
と
い
う
。
）
に
係
る
許
可
に
あ
っ
て
は
七
月
三
十
一
日

ま
で
、
同
欄
第
三
号
に
掲
げ
る
海
域
（
以
下
「
Ｃ
海
域
」
と
い
う
。
）
に
係
る
許
可
に
あ

っ
て
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
同
欄
第
四
号
に
掲
げ
る
海
域
（
以
下
「
Ｄ
海
域
」
と
い

う
。
）
に
係
る
許
可
に
あ
っ
て
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
同
欄
第
五
号
に
掲
げ
る
海
域
（
以

下
「
Ｅ
海
域
」
と
い
う
。
）
に
係
る
許
可
に
あ
っ
て
は
九
月
三
十
日
ま
で

東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流

し
網
漁
業

六
月
三
十
日
ま
で

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業

十
一
月
三
十
日
ま
で

東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業

六
月
三
十
日
ま
で

大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
六
月
三
十
日
ま
で

太
平
洋
底
刺
し
網
等
漁
業
二
月
二
十
八
日
ま
で

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
よ
る
漁
船
の
登
録
の
謄
本

二
　
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
に
基
づ
く
船
舶
検
査
証
書
の
写
し

三
　
申
請
に
係
る
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
が
所
有
権
以
外
の
場
合
に
は
、
当
該
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
面

四
　
申
請
が
第
三
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
証
す
る
書
面
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３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
許
可
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
関
し
必
要
と
認
め

る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
許
可
証
の
交
付
及
び
備
付
け
義
務
）

第
六
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
に
係
る
操
業
期
間
の
開
始

前
に
、
申
請
者
に
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
許
可
証
を
交
付
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣

許
可
漁
業
を
営
む
期
間
中
当
該
許
可
証
を
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
内
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
制
限
又
は
条
件
）

第
七
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
又
は
漁
業
取
締
り
そ
の
他
漁
業
調
整
の
た
め
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
に
制
限
若
し
く
は
条
件
を
付
け
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
し
た
後
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は

条
件
を
付
け
、
又
は
当
該
制
限
若
し
く
は
条
件
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律

第
八
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
し
た
後
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は
条
件
の
付
加
又
は
当

該
制
限
若
し
く
は
条
件
の
変
更
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
）

第
八
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
解
散
し
、
又
は
分
割
（
当
該
許
可
を
受
け
た
船
舶

を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ

の
協
議
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る
漁
業
を
営
む
べ
き
者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
）
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人

若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
し
た
法
人
又
は
分
割
に
よ
っ
て
当
該
船
舶
を
承
継
し
た
法
人
は
、
当
該
許
可
を
受
け

た
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
そ
の
事
実
を
証
す

る
書
面
を
添
え
て
、
速
や
か
に
、
農
林
水
産
大
臣
に
許
可
証
の
書
換
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
失
効
）

第
九
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
　
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
当
該
許
可
に
係
る
規
制
海
域
に
お
け
る
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ

と
を
廃
止
し
た
と
き
。

二
　
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
と
き
。

三
　
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
譲
渡
し
、
貸
し
付
け
、
返
還
し
、
そ
の
他
そ
の
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
を
失
っ
た

と
き
。

（
許
可
の
取
消
し
又
は
出
漁
の
禁
止
）

第
十
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
当
該
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
者
に
つ
い
て
期
間
を
定
め
、
若
し
く
は
定
め
な
い
で
、
当
該
許
可
に

係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
使
用
し
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営
む
こ
と
の
禁
止
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
四
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

二
　
第
六
条
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
七
条
、
第

十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
又
は
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

四
　
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
出
漁
の
禁
止
の
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
第
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
第
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
又
は
出
漁
の
禁
止
の
命
令
に
係
る
聴
聞
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
許
可
証
の
書
換
交
付
の
申
請
）

第
十
一
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
、
農
林
水
産
大
臣
に
許
可
証
の
書
換
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
が
船
名
又
は
船
舶
の
総
ト
ン
数
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
漁
船
法
に
よ
る
漁
船
の

登
録
の
謄
本
又
は
船
舶
安
全
法
に
基
づ
く
船
舶
検
査
証
書
の
写
し
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
十
二
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
証
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
理
由
を
付
し
て
農
林
水
産
大
臣
に
許
可
証
の
再
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
の
書
換
交
付
及
び
再
交
付
）

第
十
二
条
の
二
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
許
可
証
を
書
き
換
え
て
交
付
し
、
又

は
再
交
付
す
る
。

一
　
第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
換
交
付
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
の

申
請
が
あ
っ
た
と
き
。

二
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
制
限
若
し
く
は
条
件
を
付
け
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付

し
た
制
限
若
し
く
は
条
件
を
変
更
し
、
若
し
く
は
取
り
消
し
た
と
き
。

（
許
可
証
の
返
納
）

第
十
三
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
許
可
証
を
農
林
水
産
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
条
の
規
定
に
よ
り

許
可
証
の
書
換
交
付
又
は
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
従
前
の
許
可
証
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
証
を
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
そ
の
旨
を
農
林
水

産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
制
限
及
び
取
締
り

（
船
舶
の
塗
装
）

第
十
四
条
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
つ
い
て
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許

可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
を
含

む
。
）
は
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
の
船
橋
の
周
囲
を
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
帯
状
に
黒
色
で
塗
装
し
な

け
れ
ば
、
規
制
海
域
に
お
い
て
は
、
当
該
船
舶
を
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁

業
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
許
可
番
号
等
の
表
示
）

第
十
五
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
別
表

第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
の
船
橋
の
両
側
の
見
や
す

い
場
所
に
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る
許
可
番
号
を
表
示
し
な
け
れ
ば
、
当
該
船
舶
を
当
該
許
可

に
係
る
規
制
海
域
に
お
け
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
別
表
第
一
の

二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
が
経
過
し
た
と
き
、
又
は
当
該
許

可
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
若
し
く
は
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
番
号
の
表

示
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
条
第
一
項
第
九
号
ハ
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
て
東
シ
ナ
海
等
か
じ

き
等
流
し
網
漁
業
又
は
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業
を
営
む
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
に
表
示
さ
れ
た
漁
船
法
に

よ
る
登
録
番
号
の
下
に
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
黒
色
の
横
線
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
第
三
条

第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
て
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
（
同

項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
敷
設
し
た

流
し
網
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
浮
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
標
識
等
を
水
面
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
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（
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
標
識
に
つ
い
て
は
、
浮
標
の
表
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
高
さ
に
掲
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
両
端
部
の
浮
標
　
昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
標
識
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板
（
金
属
製
の
も

の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火
及
び
レ
ー
ダ
ー
反
射
板

二
　
中
間
部
の
お
お
む
ね
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
浮
標
　
昼
間
に
あ
っ
て
は
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
標
識
、

夜
間
に
あ
っ
て
は
白
色
の
灯
火

２
　
前
項
の
灯
火
は
、
夜
間
に
お
い
て
視
界
が
良
好
な
場
合
に
少
な
く
と
も
二
海
里
離
れ
た
所
か
ら
視
認
さ
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
漁
具
又
は
漁
ろ
う
装
置
の
格
納
等
）

第
十
六
条
の
二
　
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
又
は
太
平
洋
底
刺
し
網
等
漁
業
の
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
に
係
る

船
舶
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
船
舶
」
と
い
う
。
）
の
船
長
は
、
外
国
の
領
海
又
は
排
他
的
経
済
水
域
（
ロ

シ
ア
連
邦
に
あ
っ
て
は
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
。

以
下
「
指
定
漁
業
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
五
の
九
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
、
大
韓
民
国
に
あ
っ
て
は
同

表
の
十
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
、
中
華
人
民
共
和
国
に
あ
っ
て
は
同
表
の
十
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
区

域
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
船
舶
に
よ
り
航
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
漁
業
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
漁
具
又
は
漁
ろ
う
装
置
を
漁
獲
に
容
易
に
使
用
で
き
な
い
よ
う
格
納
し
、
又
は
収
納
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
か
の
外
国
か
ら
漁
獲
の
た
め
の
許
可
を
受
け
て
い
る
許
可
船
舶
に
よ
り
、
当

該
許
可
に
係
る
当
該
外
国
の
領
海
又
は
排
他
的
経
済
水
域
を
航
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
操
業
区
域
等
の
制
限
）

第
十
七
条
　
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営
む
者
は
、
別
に
こ
の
省
令
で
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲

げ
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
操
業
の
区
域
若
し
く
は
期
間
又
は
特
定
の

区
域
若
し
く
は
期
間
に
お
け
る
特
定
の
漁
具
若
し
く
は
船
舶
を
使
用
し
若
し
く
は
特
定
の
漁
法
に
よ
っ
て
す
る
操

業
若
し
く
は
特
定
の
種
類
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
関
す
る
制
限
又
は
禁
止
の
措
置
に
違
反
し
て
当
該
特
定
大
臣
許

可
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

（
漁
獲
物
等
の
陸
揚
港
の
制
限
）

第
十
八
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
別
表

第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
漁
業
取
締
り
そ
の
他

漁
業
調
整
の
た
め
農
林
水
産
大
臣
が
告
示
し
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
（
以
下
「
漁

獲
物
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
陸
揚
港
を
指
定
し
、
又
は
当
該
告
示
に
お
い
て
定
め
る
漁
獲
物
等
の
陸
揚
港
の

う
ち
の
一
若
し
く
は
二
以
上
を
選
定
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
指
定
又
は
選
定
に
係
る
陸
揚
港
以

外
の
地
に
、
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
漁
獲
物
等
の
陸
揚
げ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
暴
風
雨
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き

二
　
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
と
き

２
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
別
表
第
一
の

二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
陸
揚
港
の
選
定
を
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
別
表
第
一
の

二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
を
し
た
陸
揚
港
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
に
よ
る
位
置
の
報
告
義
務
等
）

第
十
八
条
の
二
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て

別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
営
む
者
を
含
む
。
）
は
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
ご
と
に
農
林
水
産
大
臣

が
別
に
定
め
て
告
示
す
る
海
域
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
（
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
船
舶
の

位
置
の
測
定
及
び
送
信
を
行
う
機
器
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
内
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
船
舶
の
位
置
を
自
動
的
に
測
定
及
び
記
録
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
に
掲
げ
る
情
報
を
自
動
的
に
送
信
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
船
舶
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

ロ
　
当
該
船
舶
の
位
置
を
示
す
情
報
並
び
に
当
該
位
置
に
お
け
る
日
付
及
び
時
刻

三
　
前
号
に
掲
げ
る
情
報
の
改
変
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営
む
者
の
使
用
に
係
る
船
舶
で
あ
っ
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
衛
星
船
位
測
定
送

信
機
を
備
え
付
け
た
も
の
の
船
長
（
次
項
に
お
い
て
「
船
長
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
海
域
に
お
い
て
操
業
し

又
は
航
行
す
る
と
き
は
、
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
を
常
時
作
動
さ
せ
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
、

海
域
ご
と
に
農
林
水
産
大
臣
が
別
に
定
め
て
告
示
す
る
方
法
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
船
長
は
、
衛
星
船
位
測
定
送
信
機
の
故
障
に
よ
り
前
項
の
報
告
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
報
告
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
さ
め
の
魚
体
の
所
持
等
の
制
限
）

第
十
八
条
の
三
　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
て
か
じ

き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
（
同
項
た
だ
し
書
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営

む
者
を
含
む
。
）
は
、
採
捕
し
た
さ
め
を
所
持
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
が
日
本
国
外
で
当
該
さ
め
の
一
部
を
陸
揚
げ
し
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
さ
め
の
全
て
の
部
分
（
頭
部
、
内
臓
及
び
皮
を
除
く
。
）
を
陸
揚
げ
ま
で
の
間
、
船
上
に
お
い
て
所
持

す
る
こ
と
。

二
　
当
該
さ
め
を
陸
揚
げ
す
る
と
き
に
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
し
た
も
の
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
。

第
四
章
　
届
出
漁
業

（
届
出
）

第
十
九
条
　
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
を
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
営
も
う
と
す
る
者
は
、
当

該
届
出
漁
業
の
操
業
期
間
ご
と
及
び
船
舶
ご
と
に
、
当
該
操
業
期
間
の
最
初
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
、
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
船
舶
安
全
法
に
基
づ
く
船
舶
検
査
証
書
の
写
し

二
　
届
出
に
係
る
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
が
所
有
権
以
外
の
場
合
に
は
、
当
該
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
面

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
農
林

水
産
大
臣
に
変
更
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
の
届
出
が
相
続
又
は
法

人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
事
項
に
関
し
、
書
面
又
は
口
頭

に
よ
る
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
届
出
書
の
様
式
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
等
の
船
舶
の
塗
装
）

第
二
十
条
　
第
一
条
第
一
項
第
九
号
ハ
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
、
小
型
す
る
め
い
か
釣

り
漁
業
又
は
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
を
営
む
者
は
、
当
該
漁
業
に
係
る
船
舶
に
表
示
さ
れ
た
漁
船
法
に
よ
る

登
録
番
号
の
下
に
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
黒
色
の
横
線
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
係
る
漁
具
の
制
限
）

第
二
十
条
の
二
　
別
表
第
三
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
項
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
を

営
む
者
は
、
当
該
海
域
に
お
い
て
、
我
が
国
が
締
結
し
た
漁
業
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
漁
具
に
関
す
る
制
限
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
別
に
定
め
て
告
示
す
る
も
の
に
違
反
し
て
操
業
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
さ
め
の
魚
体
の
所
持
等
の
制
限
）

第
二
十
条
の
三
　
別
表
第
三
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
項
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
を

営
む
者
は
、
採
捕
し
た
さ
め
を
所
持
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
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該
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
を
営
む
者
が
日
本
国
外
で
当
該
さ
め
の
一
部
を
陸
揚
げ
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

一
　
当
該
さ
め
の
全
て
の
部
分
（
頭
部
、
内
臓
及
び
皮
を
除
く
。
）
を
陸
揚
げ
ま
で
の
間
、
船
上
に
お
い
て
所
持

す
る
こ
と
。

二
　
当
該
さ
め
を
陸
揚
げ
す
る
と
き
に
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
し
た
も
の
を
陸
揚
げ
す
る
こ
と
。

（
準
用
規
定
）

第
二
十
一
条
　
第
十
七
条
の
規
定
は
、
届
出
漁
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
別
表
第

二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
四
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
漁
獲
成
績
報
告
書
等
）

第
二
十
二
条
　
第
三
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
届
出
を
し
た
者
は
、
当
該
許
可

又
は
届
出
に
係
る
漁
業
の
漁
獲
成
績
報
告
書
を
、
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
漁
獲
成
績
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
期
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
　
毎
月
分
を
翌
月
の
十
日
ま
で

二
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
及
び
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業
　
当
該
許
可
に

係
る
操
業
期
間
の
経
過
後
一
月
以
内

三
　
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
　
当
該
許
可
に
係
る
操
業
期
間
の
経
過
後
二
月
以
内

四
　
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
及
び
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
　
当
該
届
出
に
係
る
操
業
期
間
の
経
過
後
一

月
以
内

五
　
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業
　
当
該
許
可
又
は
届
出
に
係
る
漁
業
の
航
海
ご
と
に
、

当
該
航
海
の
終
了
後
一
月
以
内

３
　
第
一
項
の
漁
獲
成
績
報
告
書
の
様
式
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
停
泊
命
令
及
び
検
査
）

第
二
十
三
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営
ん
だ
者
又
は
第

六
条
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
六
条
の
二
、
第
十

七
条
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
五
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
規
定
、

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
若
し
く
は
条
件
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反

し
た
者
に
対
し
、
停
泊
港
及
び
停
泊
期
間
を
指
定
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
船
舶
の
停
泊
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
行
わ
せ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
停
泊
の
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
第
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
停
泊
の
命
令
に
係
る
聴
聞
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
停
泊
期
間
は
、
十
日
間
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
停
船
命
令
）

第
二
十
四
条
　
漁
業
監
督
官
は
、
法
第
七
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
漁
業
に
従
事
す
る
船
舶
の
船
長
、
船
長
の
職
務
を
行
う
者
又
は
操
業
を
指
揮
す
る
者
に
対
し
、
停
船
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
停
船
命
令
は
、
同
項
の
検
査
又
は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
又
は
表
示
し
、
か
つ
、
国
際
海
事
機
関
が
採

択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
信
号
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
。

二
　
サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二
回
）
を
約
七

秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
。

三
　
投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て

行
う
。

３
　
前
項
に
お
い
て
、
「
長
音
」
又
は
「
長
光
」
と
は
、
約
三
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
を
い
い
、
「
短
音
」
又

は
「
短
光
」
と
は
、
約
一
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
を
い
う
。

（
採
捕
の
制
限
等
）

第
二
十
五
条
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
は
、
ず
わ
い
が
に
の
未
成
熟
が
に
（
腹
節
の
内
側
に

卵
を
有
し
な
い
雌
が
に
及
び
甲
幅
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
Ｅ
海
域
に
あ
っ
て
は
甲
幅
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
未
満

の
雄
が
に
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
お
い
て
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
内
は
、
ず
わ
い
が
に
の
成
熟
が
に
（
未
成
熟
が
に
以
外
の
か
に
を
い
う
。
）
は
、
採
捕
し
て
は
な

ら
な
い
。

区
域

成
熟
が
に
の
雌
雄
の
区
分

期
間

Ａ
海
域

雌
が
に

一
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で

雄
が
に

三
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で

Ｂ
海
域

雌
が
に
及
び
雄
が
に

六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

Ｃ
海
域

雌
が
に

周
年

雄
が
に

五
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

Ｄ
海
域

雌
が
に

周
年

雄
が
に

六
月
十
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

Ｅ
海
域

雌
が
に
及
び
雄
が
に

四
月
一
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で

３
　
漁
業
を
営
む
者
又
は
水
産
動
植
物
の
販
売
若
し
く
は
加
工
を
業
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
採

捕
さ
れ
た
ず
わ
い
が
に
又
は
そ
の
製
品
を
所
持
し
、
販
売
し
、
又
は
加
工
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
漁
具
の
制
限
）

第
二
十
六
条
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
は
、
網
目
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
流
し
網
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
は
、
当
該
漁
業
に
使
用
す
る
た
め

に
当
該
漁
業
に
係
る
船
舶
に
流
し
網
を
積
み
込
む
場
合
に
は
、
そ
の
長
さ
（
仕
立
上
が
り
の
状
態
に
お
け
る
浮
子

綱
の
長
さ
を
い
う
。
）
の
合
計
が
当
該
船
舶
ご
と
に
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
又
は
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
を
営
む
者
は
、
二
枚
以
上
の
網
地
を
重
ね
合

わ
せ
た
流
し
網
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
罰
則

（
罰
則
）

第
二
十
七
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一
　
第
十
七
条
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
の
規

定
に
違
反
し
た
者

二
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
又
は
条
件
に
違
反
し
た
者

三
　
第
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
犯
人
が
所
有
し
、
又
は
所
持
す
る
漁
獲
物
、
そ
の
製
品
、
漁
船
又
は
漁
具
そ
の
他

水
産
動
植
物
の
採
捕
の
用
に
供
さ
れ
る
物
は
、
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
犯
人
が
所
有
し
て
い
た
こ

れ
ら
の
物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
追
徴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
八
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一
　
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二
　
第
十
八
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三
　
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者
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四
　
第
二
十
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者

五
　
第
二
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
二
十
九
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
　
第
六
条
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
条
の

規
定
に
違
反
し
た
者

二
　
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

第
三
十
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
又
は
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰

す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
さ
ん
ま
漁
業
取
締
規
則
等
の
廃
止
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
さ
ん
ま
漁
業
取
締
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
農
林
省
令
第
七
十
号
）

二
　
北
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
ず
わ
い
が
に
等
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
農
林
省
令
第

六
号
）

三
　
い
か
つ
り
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
四
年
農
林
省
令
第
四
十
一
号
）

四
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
五
年
農
林
省
令
第
五
十
五
号
）

五
　
北
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
つ
ぶ
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
農
林
省
令
第
四
十
一
号
）

六
　
大
西
洋
の
海
域
に
お
け
る
は
え
な
わ
等
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
八
年
農
林
省
令
第
四
十

六
号
）

七
　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
八
年
農
林
省
令
第
四
十
九
号
）

八
　
い
か
流
し
網
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
八
号
）

九
　
黄
海
及
び
東
支
那
海
の
海
域
に
お
け
る
ふ
ぐ
は
え
な
わ
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
八
年
農

林
水
産
省
令
第
五
十
号
）

十
　
べ
に
ず
わ
い
が
に
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
平
成
元
年
農
林
水
産
省
令
第
四
十
四
号
）

十
一
　
小
型
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
年
農
林
水
産
省
令
第
三
十
四
号
）

（
承
認
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
同
条
各
号
に
掲
げ
る
省
令
（
以
下
「
旧
省

令
」
と
総
称
す
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
漁
業
に
つ
い
て
の

当
該
承
認
（
以
下
「
旧
省
令
承
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
旧
省
令
承
認
に
相
当
す
る
第
三
条
第
一

項
の
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
承
認
の
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
旧
省
令
承
認
に
係
る
申

請
書
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
申
請
書
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
を
提
出
し

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
承
認
証
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
省
令
承
認
に
係
る
承
認
証

は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
承
認
証
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
承
認
証
の
当
該
承
認

に
係
る
船
舶
内
に
お
け
る
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
承
認
に
付
さ
れ
て
い
る
制
限
又
は
条
件
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
旧
省
令
承
認
に
付
さ
れ
て
い
る
制
限
又
は
条
件

は
、
第
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
付
さ
れ
た
制
限
又
は
条
件
と
み
な
す
。

（
承
認
番
号
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
旧
省
令
承
認
に
係
る
船
舶
の
船
橋
に
表
示
さ
れ
て

い
る
承
認
番
号
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
表
示
さ
れ
た
承
認
番
号
と
み
な
す
。

（
操
業
区
域
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
及
び
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
省
令
の
規
定

に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
漁
業
に
つ
い
て
の
当
該
届
出
（
以
下
「
旧
省
令
届
出
」

と
い
う
。
）
を
し
た
者
に
対
す
る
当
該
承
認
又
は
届
出
に
係
る
制
限
又
は
禁
止
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条

第
一
項
（
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
漁
獲
物
等
の
陸
揚
港
の
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
漁
業
の
漁
獲
物
等
の
陸
揚
港

に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
な
さ
れ
た
旧
省
令
届
出
は
、
当
該
漁
業
に
相
当
す
る
届

出
漁
業
に
つ
い
て
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

（
漁
獲
成
績
報
告
書
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
及
び
旧
省
令
届
出
を
し
た
者
が
提
出
す
る

漁
獲
成
績
報
告
書
に
つ
い
て
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
い
か
釣
り
漁
業
に
係
る
こ
の
省
令
の
適
用
等
）

第
十
三
条
　
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
八
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
動
力
漁
船
（
昭
和
六
十
年
七

月
三
十
日
以
前
に
特
定
修
繕
（
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
附
則

第
三
条
第
一
項
の
特
定
修
繕
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
伴
う
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
及

び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
改
測
又
は
測
度
（
以
下
「
改
測
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
も
の
を
除
く

。
）
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て
い
か
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
ト
ン
数
百
ト
ン
未
満
の
船
舶
に
よ
る
も
の
を
同
号
の
中
型
い
か
釣
り
漁
業
と
み
な
す
。
た

だ
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
当
該
動
力
漁
船
に
つ
い
て
特
定
修
繕
に
伴
う
改
測
等
を
受
け
る
日
以
後
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

（
ず
わ
い
が
に
漁
業
に
係
る
こ
の
省
令
の
適
用
等
）

第
十
四
条
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
の
う
ち
Ｃ
海
域
及
び
Ｄ
海
域
に
お
い
て
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
規
則
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
営
む
ず
わ
い
が
に
漁
業
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
の
効
力
）

第
十
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処

分
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
等
に
対
す
る
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
）

第
十
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
省
令
の
附
則
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
事
項
に
係
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
処
分
が
効
力
を
有
す
る
こ
と

と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
当
該
処
分
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行

う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
十
七
条
　
前
条
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
一
六
日
農
林
水
産
省
令
第
三
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
ず
わ
い
が
に
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
の
う
ち
Ｅ
海
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
八
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
一
七
日
農
林
水
産
省
令
第
三
九
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行

の
日
（
平
成
八
年
七
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
又
は
行
為
の
効
力
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
よ
っ
て
し
た
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
、
承
認
そ
の
他
の
処
分
は
改
正
後
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す

る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
、
承
認
そ
の
他
の
処
分

と
み
な
し
、
旧
省
令
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
は
新
省
令
の
規
定
に
よ

り
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
承
認
証
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
承
認
証
は
、
新
省

令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
承
認
証
と
み
な
す
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
七
月
二
三
日
農
林
水
産
省
令
第
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
に
係
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
以
後
に
営
も

う
と
さ
れ
る
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条
　
前
条
の
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
の
う
ち
、
当
該
漁
業
の
操
業
期
間
の
最
初
の
日
が
平
成
十
年
一
月
一

日
前
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
を
当
該
操
業
期
間
の
最
初
の
日
と
み
な
し
て
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
二
月
二
〇
日
農
林
水
産
省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
承
認
及
び
そ
の
申
請
手
続
の
特
例
）

第
二
条
　
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
営
む
第
一
種
い
か
釣
り
漁
業
に
係
る
第
三

条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の

開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
次
の
表
に
掲
げ
る

期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
令
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
営
む
第
一
種

い
か
釣
り
漁
業
に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第

一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
第
五
条
第
一
項

中
「
毎
年
次
の
表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
別
表
第
一
第
一
種
い
か
釣
り

漁
業
の
項
中
「
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成

十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

（
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
又
は
行
為
の
効
力
）

第
三
条
　
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た

農
林
水
産
大
臣
の
許
可
、
承
認
そ
の
他
の
処
分
は
新
令
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
、
承
認
そ

の
他
の
処
分
と
み
な
し
、
旧
令
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
は
新
令
の
規

定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
五
月
三
〇
日
農
林
水
産
省
令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
承
認
及
び
そ
の
申
請
手
続
の
特
例
）

第
二
条
　
平
成
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
大
西
洋
は
え
縄
等
漁
業
を
営
む
場
合
に
お
け
る
当
該
漁
業

に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲

げ
る
期
間
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
次
の

表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
別
表
第
一
大
西
洋
は
え
縄
等
漁
業
の
項
中

「
九
月
一
日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
二
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
令
第
一
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
太
平
洋
底
刺
し
網
漁
業
を

営
む
場
合
に
お
け
る
当
該
漁
業
に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
年
、
船
舶
ご

と
に
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令

第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
次
の
表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
別
表
第
一
太

平
洋
底
刺
し
網
漁
業
の
項
中
「
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
大
西
洋
は
え
縄
等
漁
業
に
該
当
す
る
漁
業
に
つ
き
旧
令
第
二
十
三
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
平
成
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
漁
業
に
つ
い

て
新
令
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
の
効
力
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
令
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分

は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

附
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
　
前
条
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
七
日
農
林
水
産
省
令
第
九
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
五
月
一
一
日
農
林
水
産
省
令
第
九
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
十
三
年
七

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
黄
海
・
東
シ
ナ
海
ふ
ぐ
は
え
縄
漁
業
に
該
当
す
る
漁
業
に
つ
き
旧
令
第
二
十
三

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
平
成
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
東
シ
ナ

海
は
え
縄
漁
業
に
つ
い
て
改
正
後
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三

条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条
　
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
に
係
る
新
令
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
十
三
年
八
月
一
日
以
後

に
営
も
う
と
さ
れ
る
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条
　
前
条
の
暫
定
措
置
水
域
沿
岸
漁
業
等
の
う
ち
、
当
該
漁
業
の
操
業
期
間
の
最
初
の
日
が
平
成
十
三
年
八
月

一
日
前
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
を
当
該
操
業
期
間
の
最
初
の
日
と
み
な
し
て
新
令
第
二
十
三
条
第
一
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。
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（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
の
効
力
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
（
第
二
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
七
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
施
行
前
に
旧
令
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
七
日
農
林
水
産
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下

「
旧
承
認
漁
業
等
省
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現

に
旧
承
認
漁
業
等
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に

お
い
て
新
指
定
漁
業
省
令
の
規
定
に
よ
り
許
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
申
請
そ
の
他
の
行
為
を
要
す
る
こ
と
と
な
る

も
の
は
、
新
指
定
漁
業
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
指
定
漁
業
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
そ
の
他

の
処
分
又
は
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
二
五
日
農
林
水
産
省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
六
日
農
林
水
産
省
令
第
五
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
承
認
及
び
そ
の
申
請
手
続
の
特
例
）

第
二
条
　
平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
改
正
後
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新

令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
を
営
む
場
合
に
お
け
る
当
該
漁
業

に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲

げ
る
期
間
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
船
舶
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
次
の

表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
遅
滞
な
く
」
と
、
新
令
別
表
第
一
大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
の
項
中

「
九
月
一
日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

２
　
平
成
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
令
第
一
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る

大
西
洋
等
は
え
縄
等
漁
業
を
営
む
場
合
に
お
け
る
当
該
漁
業
に
係
る
第
三
条
第
一
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
新
令

第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
次
の
表
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成

十
六
年
八
月
二
十
日
ま
で
に
」
と
す
る
。

（
承
認
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
大
西
洋
は
え
縄
等
漁
業
に
該
当
す
る
漁
業
に
つ
き
旧
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
承
認
を
受
け
た
者
は
、
平
成
十
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
漁
業
に
つ
い
て
新
令
第
三
条
第

一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

（
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
令
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
し
た
申
請
は
、
新
令
の
規
定
に
よ
り
農
林

水
産
大
臣
に
対
し
て
し
た
申
請
と
み
な
す
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
の
効
力
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
令
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分

は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

附
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
前
条
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
農
林
水
産
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
第
一
項
第
四
号
及
び
別
表
第
三
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は

え
縄
漁
業
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
日
農
林
水
産
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
一
日
農
林
水
産
省
令
第
一
〇
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
項
第

一
号
ニ
（
１
８
）
並
び
に
同
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
〇
日
農
林
水
産
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
項

第
一
号
ニ
（
９
）
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
一
四
日
農
林
水
産
省
令
第
九
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
行
政
庁
の
処
分
に
つ
い
て
の
規
定
の
適
用
及

び
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
一
九
日
農
林
水
産
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
十
二
条
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
承
認
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令

（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と

し
た
漁
業
に
つ
い
て
の
当
該
承
認
（
以
下
「
旧
省
令
承
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
旧
省
令
承
認
に
係
る
申

請
書
は
、
新
省
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
申
請
書
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
を

提
出
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
許
可
の
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
省
令
承
認
に
係
る
承
認
証

は
、
新
省
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
許
可
証
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
省
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
承
認
証
の
当

該
承
認
に
係
る
船
舶
内
に
お
け
る
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
旧
省
令
承
認
に
付
さ
れ
て
い
る
制
限
又
は
条
件

は
、
新
省
令
第
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
付
さ
れ
た
制
限
又
は
条
件
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
旧
省
令
承
認
に
係
る
船
舶
の
船
橋
に
表
示
さ
れ
て

い
る
承
認
番
号
は
、
新
省
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
表
示
さ
れ
た
許
可
番
号
と
み
な
す
。
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第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
承
認
に
係
る
制
限
又
は
禁
止

の
措
置
に
つ
い
て
は
、
新
省
令
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
九
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
当
該
漁
業
の
漁
獲
物
等
の
陸
揚
港

に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、
新
省
令
第
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
省
令
承
認
を
受
け
て
い
る
者
が
提
出
す
る
漁
獲
成
績
報
告
書
に
つ
い
て
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
省
令
第
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
漁
業
取
締
り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処

分
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
十
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
省
令
の
附
則
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
事
項
に
係
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
処
分
が
効
力
を
有
す
る
こ
と

と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
当
該
処
分
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行

う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
日
本
船
舶
以
外
の
動
力
漁
船
に
よ
り
旧
省
令
第
一
条
第
二
項
各
号
の
い
ず

れ
か
の
漁
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
引
き
続
き
行
う
当
該
漁
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

は
新
省
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
十
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
日
本
船
舶
以
外
の
動
力
漁
船
に
よ
り
旧
省
令
第
一
条
第
三
項
各
号
の
い
ず

れ
か
の
漁
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
引
き
続
き
行
う
当
該
漁
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

は
新
省
令
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
二
五
日
農
林
水
産
省
令
第
五
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
庁
の
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
行
政
庁
の
処
分
に
つ
い
て
の
規
定
の
適

用
及
び
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
七
月
二
八
日
農
林
水
産
省
令
第
四
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
庁
の
処
分
及
び
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締
り
上
行
う
行
政
庁
の
処
分
に
つ
い
て
の
規
定
の
適

用
及
び
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
五
日
農
林
水
産
省
令
第
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
指
定
漁
業
の
許
可
及
び

取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
別
表
第
二
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
項
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

及
び
同
表
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日
農
林
水
産
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締

り
等
に
関
す
る
省
令
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り

に
関
す
る
省
令
第
十
二
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
五
月
一
九
日
農
林
水
産
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
四
日
農
林
水
産
省
令
第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
大
臣
許
可
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、

新
省
令
第
五
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
省
令
第
三

条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
十
二
条
の
二
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
つ
い
て
漁
業
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
指
示
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
つ
い
て
同
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は
水
産
資

源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
規
則
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
者

と
み
な
し
て
、
新
省
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

別
表
第
一
の
一
（
第
三
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
関
係
）

特

定

大

臣

許

可

漁

業

の
種
類

規
制
海
域

期
間

ず

わ

い

が

に
漁
業

一
　
新
潟
県
と
富
山
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
正
北
の
線
（
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
「
甲
線
」
と
い
う
。
）
以
西
の
日
本
海
の
海
域

十
一
月
六
日
か
ら

翌
年
三
月
二
十
日

ま
で

二
　
甲
線
以
東
の
日
本
海
の
海
域
の
う
ち
、
北
緯
四
十
一
度
二
十
分
九
秒
の
線
以
南

の
海
域

十
月
一
日
か
ら
翌

年
五
月
三
十
一
日

ま
で

三
　
甲
線
以
東
の
日
本
海
の
海
域
の
う
ち
、
北
緯
四
十
一
度
二
十
分
九
秒
の
線
以
北

の
海
域

十
一
月
一
日
か
ら

翌
年
四
月
三
十
日

ま
で

四
　
北
海
道
稚
内
市
宗
谷
岬
突
端
か
ら
樺
太
西
能
登
呂
岬
突
端
に
至
る
線
以
東
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
海
域
（
東
経
百
四
十
八
度
五
十
九
分
四
十
一
秒
の
線
以
西
の
北
緯
五

十
三
度
三
十
分
五
秒
の
線
、
北
緯
五
十
三
度
三
十
分
五
秒
東
経
百
四
十
八
度
五
十
九

分
四
十
一
秒
の
点
か
ら
北
緯
四
十
六
度
九
秒
東
経
百
四
十
八
度
五
十
九
分
四
十
三
秒

の
点
に
至
る
直
線
及
び
東
経
百
四
十
八
度
五
十
九
分
四
十
三
秒
の
線
以
東
の
北
緯
四

十
六
度
九
秒
の
線
か
ら
成
る
線
以
南
の
海
域
に
限
る
。
）

十
月
十
六
日
か
ら

翌
年
六
月
十
五
日

ま
で

五
　
青
森
県
下
北
郡
東
通
村
尻
屋
埼
突
端
か
ら
正
東
の
線
と
千
葉
県
南
房
総
市
野
島

埼
突
端
か
ら
正
東
の
線
と
の
両
線
間
に
お
け
る
太
平
洋
の
海
域

十
二
月
十
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

東

シ

ナ

海

等

か

じ

き

等

流

し

網

漁
業

東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
西
の
日
本
海
及
び
東
シ
ナ
海
の
海
域

の
う
ち
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す

る
中
間
線
（
以
下
「
中
間
線
」
と
い
う
。
）
、
中
間
線
と
北
緯
三
十
三
度
十
二
秒
の
線

と
の
交
点
か
ら
北
緯
三
十
三
度
十
二
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点

に
至
る
直
線
、
北
緯
三
十
三
度
十
二
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点

か
ら
北
緯
三
十
度
十
三
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
に
至
る
直

線
、
北
緯
三
十
度
十
三
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
か
ら
北
緯
二

十
七
度
十
四
秒
東
経
百
二
十
五
度
二
十
九
分
五
十
四
秒
の
点
に
至
る
直
線
及
び
北
緯

八
月
一
日
か
ら
翌

年
七
月
三
十
一
日

ま
で
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二
十
七
度
十
四
秒
東
経
百
二
十
五
度
二
十
九
分
五
十
四
秒
の
点
か
ら
東
経
百
二
十
五

度
二
十
九
分
五
十
四
秒
の
線
と
中
間
線
と
の
交
点
に
至
る
直
線
に
囲
ま
れ
た
海
域

か

じ

き

等

流

し

網

漁

業

領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
か
ら
成
る
海
域
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
海
域
を

除
い
た
も
の

一
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

二
　
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
東
の
日
本
海

三
　
農
林
水
産
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域

一
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま

で

東

シ

ナ

海

は

え

縄

漁

業

第
一
条
第
一
項
第
九
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
海
域

八
月
一
日
か
ら
翌

年
七
月
三
十
一
日

ま
で

大

西

洋

等

は

え

縄

等

漁
業

大
西
洋
又
は
イ
ン
ド
洋
の
海
域

九
月
一
日
か
ら
翌

年
八
月
三
十
一
日

ま
で

太

平

洋

底

刺

し

網

等

漁
業

太
平
洋
の
公
海

四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

別
表
第
一
の
二
（
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
関
係
）

特
定
大
臣
許

可
漁
業
の
種

類

海
域

期
間

か
じ
き
等
流

し
網
漁
業

東
経
百
四
十
四
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
線
、
北
緯
四
十
一
度
十
秒
の
線
、
東
経
百
四

十
二
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
線
、
北
緯
三
十
八
度
十
一
秒
の
線
、
東
経
百
四
十
一
度

五
十
九
分
四
十
七
秒
の
線
、
次
の
イ
の
点
か
ら
ハ
の
点
ま
で
を
順
次
に
直
線
で
結
ぶ

線
、
次
の
ニ
の
点
か
ら
ヘ
の
点
ま
で
を
順
次
に
直
線
で
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま

れ
た
海
域

イ
　
青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
艫
作
埼
突
端

ロ
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
松
前
小
島
灯
台

ハ
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
白
神
岬
突
端

ニ
　
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
の
線
と
の
交
点

ホ
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
三
十
海
里
の
点

ヘ
　
北
緯
三
十
度
十
五
秒
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
点

一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で

別
表
第
二
（
第
十
七
条
関
係
）

特
定
大
臣

許
可
漁
業

の
名
称

制
限
又
は
禁
止
の
措
置

ず
わ
い
が

に
漁
業

次
に
掲
げ
る
海
域
に
お
け
る
ず
わ
い
が
に
漁
業
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

イ
　
指
定
漁
業
省
令
別
表
第
二
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
水
域

ロ
　
北
緯
三
十
八
度
五
十
分
十
秒
の
線
、
東
経
百
三
十
二
度
五
十
九
分
五
十
秒
の
線
、
北
緯
四
十
度
十

分
九
秒
の
線
及
び
東
経
百
三
十
五
度
五
十
九
分
四
十
九
秒
の
線
の
各
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域

東
シ
ナ
海

等
か
じ
き

等
流
し
網

漁
業

一
　
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
西
の
日
本
海
及
び
東
シ
ナ
海
の
海
域
の
う
ち
、
東

シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
係
る
規
制
海
域
以
外
の
海
域
に
お
け
る
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流

し
網
漁
業
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

二
　
東
シ
ナ
海
等
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
よ
る
さ
け
、
ま
す
、
歯
鯨
（
ま
っ
こ
う
鯨
、
と
っ
く
り
鯨

及
び
み
な
み
と
っ
く
り
鯨
を
除
く
。
）
又
は
う
み
が
め
類
の
採
捕
は
、
禁
止
す
る
。

か
じ
き
等

流
し
網
漁

業

一
　
次
に
掲
げ
る
海
域
に
お
け
る
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

イ
　
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
以
外
の
海
域
（
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
西
の

日
本
海
及
び
東
シ
ナ
海
の
海
域
を
除
く
。
）

ロ
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線
以
東
の
日
本
海
の
海
域
（
イ
に

掲
げ
る
海
域
と
重
複
す
る
部
分
を
除
く
。
）

ハ
　
東
京
都
と
千
葉
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
か
ら
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
同
県

南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
の
線
と
の
交
点
に
至
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
及
び
次
に
掲
げ
る
各
点
を
順

次
に
直
線
で
結
ぶ
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
海
域
と
重
複
す
る
部

分
を
除
く
。
）

（
１
）
　
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
の
線
と
の
交
点

（
２
）
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
三
十
海
里
の
点

（
３
）
　
北
緯
三
十
度
十
五
秒
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
点

（
４
）
　
赤
道
と
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
九
秒
の
線
と
の
交
点

ニ
　
次
の
（
１
）
の
点
か
ら
（
３
）
の
点
ま
で
を
順
次
に
直
線
で
結
ぶ
線
、
次
の
（
４
）
の
点
か
ら
（
２

０
）
の
点
ま
で
を
順
次
に
直
線
で
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
（
ロ
に
掲
げ
る
海
域
と
重

複
す
る
部
分
を
除
く
。
）

（
１
）
　
青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
艫
作
埼
突
端

（
２
）
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
松
前
小
島
灯
台

（
３
）
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
白
神
岬
突
端

（
４
）
　
北
海
道
函
館
市
恵
山
岬
突
端

（
５
）
　
北
海
道
函
館
市
恵
山
岬
突
端
正
東
十
海
里
の
点

（
６
）
　
青
森
県
八
戸
市
鮫
角
突
端
正
東
三
十
五
海
里
の
点

（
７
）
　
岩
手
県
宮
古
市
魹
ヶ
崎
突
端
正
東
十
海
里
の
点

（
８
）
　
岩
手
県
大
船
渡
市
首
埼
突
端
正
東
十
海
里
の
点

（
９
）
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
御
埼
突
端
正
東
十
海
里
の
点

（
１
０
）
　
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
埼
突
端
正
東
十
海
里
の
点

（
１
１
）
　
宮
城
県
石
巻
市
金
華
山
頂
上
正
東
十
海
里
の
点

（
１
２
）
　
宮
城
県
と
福
島
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
正
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
３
）
　
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
請
戸
ノ
鼻
突
端
正
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
４
）
　
福
島
県
い
わ
き
市
塩
屋
埼
灯
台
正
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
５
）
　
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
磯
埼
突
端
正
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
６
）
　
千
葉
県
銚
子
市
銚
子
一
ノ
島
灯
台
正
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
７
）
　
千
葉
県
銚
子
市
銚
子
一
ノ
島
灯
台
南
東
二
十
五
海
里
の
点

（
１
８
）
　
千
葉
県
い
す
み
市
太
東
埼
突
端
南
南
東
三
十
海
里
の
点

（
１
９
）
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
十
五
海
里
の
点

（
２
０
）
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台

ホ
　
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
都
小
笠
原
村
南
鳥
島
を
囲
む
部
分

ヘ
　
指
定
漁
業
省
令
別
表
第
二
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
水
域

二
　
次
に
掲
げ
る
各
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
（
前
号
イ
及
び
ニ

に
掲
げ
る
海
域
と
重
複
す
る
部
分
及
び
次
号
に
規
定
す
る
海
域
を
除
く
。
）
に
お
け
る
か
じ
き
等
流
し
網

漁
業
の
操
業
は
、
毎
年
五
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
は
、
禁
止
す
る
。

イ
　
千
葉
県
い
す
み
市
太
東
埼
突
端

ロ
　
千
葉
県
い
す
み
市
太
東
埼
突
端
東
南
東
の
線
と
東
経
百
四
十
一
度
五
十
九
分
四
十
八
秒
の
線
と
の

交
点

ハ
　
北
緯
三
十
八
度
十
一
秒
東
経
百
四
十
一
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
点

ニ
　
北
緯
三
十
八
度
十
一
秒
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
点
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ホ
　
北
緯
三
十
度
十
五
秒
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
点

ヘ
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台
正
南
三
十
海
里
の
点

ト
　
千
葉
県
南
房
総
市
野
島
埼
灯
台

三
　
北
緯
三
十
八
度
十
一
秒
の
線
、
東
経
百
四
十
六
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
線
、
北
緯
三
十
三
度
十

三
秒
の
線
及
び
東
経
百
四
十
二
度
五
十
九
分
四
十
七
秒
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
（
第
一
号
イ
に
掲

げ
る
海
域
と
重
複
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
お
け
る
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
操
業
は
、
毎
年
五
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
は
、
禁
止
す
る
。

四
　
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
に
よ
る
さ
け
、
ま
す
、
歯
鯨
（
ま
っ
こ
う
鯨
、
と
っ
く
り
鯨
及
び
み
な
み

と
っ
く
り
鯨
を
除
く
。
）
、
う
み
が
め
類
、
く
ろ
と
が
り
ざ
め
又
は
よ
ご
れ
の
採
捕
は
、
禁
止
す
る
。

別
表
第
三
（
第
十
九
条
関
係
）

届
出
漁
業
の
種
類

海
域

沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄

漁
業

我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
、
領
海
及
び
内
水
並
び
に
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
海
域
か
ら
成
る
海
域
（
東
京
都
小
笠
原
村
南
鳥
島
に
係
る
排
他
的
経
済
水
域
及

び
領
海
並
び
に
北
海
道
稚
内
市
宗
谷
岬
突
端
を
通
る
経
線
以
西
、
長
崎
県
長
崎
市
野
母
崎
突

端
を
通
る
緯
線
以
北
の
日
本
海
の
海
域
を
除
く
。
）

小
型
す
る
め
い
か
釣

り
漁
業

内
水
（
内
水
面
を
除
く
。
）
、
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
か
ら
成
る
海
域

暫
定
措
置
水
域
沿
岸

漁
業
等

第
一
条
第
一
項
第
九
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
海
域

別
表
第
四
（
第
二
十
一
条
関
係
）

届

出

漁

業

の

名
称

制
限
又
は
禁
止
の
措
置

沿
岸
ま
ぐ
ろ
は

え
縄
漁
業

一
　
指
定
漁
業
省
令
別
表
第
二
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
水
域
に
お
け
る
沿

岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

二
　
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
よ
る
く
ろ
と
が
り
ざ
め
又
は
よ
ご
れ
の
採
捕
は
、
禁
止
す
る
。

三
　
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
よ
る
め
ば
ち
の
採
捕
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た
期
間
内
に
お

い
て
は
、
禁
止
す
る
。

四
　
沿
岸
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
よ
る
き
は
だ
の
採
捕
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た
期
間
内
に
お

い
て
は
、
禁
止
す
る
。

小
型
す
る
め
い

か
釣
り
漁
業

指
定
漁
業
省
令
別
表
第
二
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
水
域
に
お
け
る
小
型
す

る
め
い
か
釣
り
漁
業
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

別
記

様
式
第
１
号
（
第
６
条
関
係
）

別記

様式第１号（第６条関係）

許 可 番 号 第 号 ○ ○ ○ 漁 業 許 可 証

住 所

氏 名 又 は 名 称

船 名 総 ト ン 数 トン

船 舶 漁 船 使用権の種

年 月 日まで

登 録 番 号 類及び期限

操 業 区 域

漁 業 根 拠 地

漁 獲 物 等 陸 揚 港

操 業 許 可 期 間 年 月 日から 年 月 日まで

制 限 又 は 条 件

そ の 他

年 月 日

農林水産大臣 ㊞

備考 用紙は、日本工業規格 A４とする。

様
式
第
２
号
（
第
１
５
条
関
係
）

様式第２号（第１５条関係）

× × × ○ ○ ○

備考 各文字及び数字は、次により明瞭に表示すること。

（１）×××の部分には、当該許可に係る特定大臣許可漁業の略称を

表示すること。

（２）特定大臣許可漁業の略称は、次のとおりとすること。

ア ずわいがに漁業 日カ

イ 東シナ海等かじき等流し網漁業 東海かじき

ウ かじき等流し網漁業 かじき流

エ 東シナ海はえ縄漁業 東海はえ

オ 大西洋等はえ縄等漁業 西はえ

カ 太平洋底刺し網等漁業 底さし

（３）○○○の部分には、当該許可に係る許可番号を表示すること。

（４）大きさは15センチメートル大以上、太さは３センチメートル以

上、間隔は４センチメートル以上とする。
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様
式
第
３
号
（
第
１
６
条
関
係
）

様
式
第
４
号
（
第
２
４
条
関
係
）

様式第４号（第２４条関係）

備考

１ 斜線の部分は、黒色とし、その他の部分は、黄色とする。

２ この旗は、国際海事機関の採択した国際信号書に掲載の「L」
旗（あなたは、すぐ停船されたい。）である。

３ 寸法の単位は、センチメートルとする。
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